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第１回 各務原市新庁舎の機能を考える市民ワークショップ議事要旨 
 

 

日 時：2015年７月２５日（土）午後 1時～３時 

場 所：福祉会館 ３階集会室 

出席者：１７名 

各務原市：鷲主企画総務部長、加藤管財課長、管財課 永井主幹、小林（広）、小林

（伸）、領木、片桐 

パシフィックコンサルタンツ株式会社：小野崎、宮森、酒本、角方、近藤 

傍聴者：１名 

 

 

（１）次第 

開会 

１．これまでの経過 

２．ワークショップの目的と進め方 

３．自己紹介 

４．グループ会議 

１）現庁舎について 

２）新庁舎に期待すること 

５．発表 

閉会 

 

（２）参加者：班構成（五十音順） 

１班（５名） ２班（７名） ３班（５名） 

安達 則行 

玉置 実三郎 

永井 紀美子 

溝口 廣美 

山本 光枝 

足立 日出男 

柴山 拓治 

髙島 邦枝 

新田 紀子 

馬場 忠久 

水野 友子 

山本 吉雄 

小川 清 

中村 有希 

花田 澄子 

水野 岳男 

横山 節男 

 

 

（３）議事要旨 

１．これまでの経過 

パワーポイントにて、新庁舎建設に関するこれまでの経過の説明をしました。 

 

２．ワークショップの目的と進め方 

ワークショップの目的と今後のスケジュール、今日の流れなどについて、資料をも

とに説明をしました。 
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３．自己紹介 

参加者それぞれ、氏名と所属、ワークショップに参加した理由や意気込みなどを発

表していただきました。 

 

４．グループ会議 

３班に分かれてそれぞれテーマについて意見交換を行いました。以下に各班の意見

のまとめを整理します。 

 

５．発表 

各班の代表者が、班の意見をまとめて発表をしました。 

 

以下、各班の意見のまとめ 

【１班】 

テーマ１：現庁舎について 

●良いところ 

▪ 庁舎の立地場所が良い、交通の便がよい 

▪ 外観は古いが歴史がある 

▪ 職員の対応（とくに窓口）が親切で良い 

●悪いところ 

▪ 市役所は入りにくい雰囲気がある 

▪ 建物は中が暗く古い 

▪ トイレが古く狭い 

▪ 通路が狭く車いすなどは通りづらい 

▪ バリアフリーに対応しきれていない（多目的トイレがない、車いすやベビーカー

の対応など） 

▪ 建物周辺がきれいに整備されていない（路面の未整備、雑草が多いなど） 

▪ 部署の配置がわかりづらく、庁舎も分散しているので不便 

▪ 駐車場が狭く、車いすで利用する時に雨に濡れてしまう 

テーマ２：新庁舎に期待すること 

●誰もが気軽に立ち寄れる多目的スペースがある庁舎 

▪ みんなが来やすいギャラリーなど 

▪ ロビーや駐車場を活用して色々な催し物ができるとよい 

▪ ギャラリーのそばには喫茶室があるとよい 

▪ 子ども向けの色々な企画展ができるスペース 

▪ 誰もが気軽に立ち寄れる場所 

▪ 多目的に使え、しかも安全に使えるスペース 

▪ できれば備え付けのギャラリースペースがあると展示しやすい 

▪ 多機能的なものがある庁舎 

●窓口をまとめて！ 

▪ 関係課、つながりのある課はまとめてほしい 

▪ 窓口の移動が少ないような配置 

▪ まとまりがあるようにしてほしい 
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▪ 同じ建物に全ての窓口が入るようにしてほしい 

●アプローチしやすい動線 

▪ 車道から駐車場に入る動線をしっかり考えてほしい 

▪ 駐車場に入りやすいような入口にしてほしい 

●利用しやすい駐車場 

▪ 駐車スペースから庁舎に雨に濡れずに入れるよう屋根付きにしてほしい 

▪ 車いすで楽に移動できる駐車スペース 

●広くて移動しやすい庁舎 

▪ 車いすもベビーカーも移動が楽 

▪ エレベーターは必須 

▪ エスカレーターがあるとよい 

▪ 全体の案内があるとよい 

▪ 分かりやすい案内 

●その他 

▪ 防災的にもしっかりとした対応をしてほしい 

▪ 防音も必須 

 

【２班】 

テーマ１：現庁舎について 

●良いところ 

▪ 立地が大変良い 

▪ 市役所のサービスが比較的まとまっている 

▪ とくに１階の窓口の対応は親切で良い 

●悪いところ 

▪ 庁舎全体に暗くて、通路が狭い 

▪ トイレが狭く汚い。バリアフリーを充実させてほしい 

▪ 駐車場が狭い 

▪ 窓口配置がわかりづらく、高齢者が関係する部署は２階にあり行きにくい 

▪ 総合的な案内が不足している 

テーマ２：新庁舎に期待すること 

●建設場所とデザイン 

▪ 駅に近い場所で、まとまった場所に機能、施設をコンパクトに配置する 

▪ 設計者の選定方法をコンペなどで行う 

▪ 有名建築家に依頼する 

▪ 東京の豊島区役所が「今風」のモデルではないか 

●利用しやすい機能配置 

▪ 関連課をまとめるなど、利用しやすい動線を考えてほしい 

▪ わかりやすい案内とサインが必要 

●空間をうまく活用する 

▪ ロビーを明るく広くとり、誰もが立ち寄れるような展示等ができるようにする 

▪ 執務室がすっきりとスマートに見えるように配置する 

▪ 若い母親や子どもも気軽に来庁できるような空間 
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【３班】 

テーマ１：現庁舎について 

●良いところ 

▪ 立地が良く、周辺にその他施設やスーパーなどがある 

▪ 配置がよく、案内の工夫がみられる 

●悪いところ 

▪ 窓が小さく、光が届かないため、全体的に暗いイメージ 

▪ トイレが古く、使いづらい 

▪ 建物周辺の景観がよくない 

▪ 通路が狭い、天井が低い 

▪ 窓口でのプライバシーの問題 

▪ 案内がわかりづらく迷う 

▪ EVが足りない 

テーマ２：新庁舎に期待すること 

●安心・安全 

▪ 安心・安全な場所であること 

▪ 災害に強い庁舎 

▪ 一時避難ができる場所 

●誰でも利用できる庁舎 

▪ 誰でも便利に利用できる 

▪ しっかりとした防音設備 

▪ 障がい者の方も使いやすい庁舎 

▪ 一つにまとまっている方が使いやすい 

▪ 緊急事態が起きたときに、見てわかるような回転灯が各部屋に欲しい 

▪ 電光掲示板 

●広くゆとりあるロビー 

▪ ロビーコンサートができる 

▪ 明るい庁舎 

▪ 行きやすく親しみやすい 

▪ 天井を吹き抜けにして開放感のあるロビー 

▪ ロビーを広くしてほしい 

▪ ちょっとした本があるとよい 

●こんな機能があるとよい 

▪ 子どもが退屈しないような、キッズスペース 

▪ 公開会議 

▪ ATMがそろうとよい 

▪ 喫煙場所 

▪ 駐車場が広ければ駐車券は必要なくなる 

 

 


